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  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№１）

補 助 金 名
（交付金名）

函館認知症の人を支える会運営費補助金

団　体　名

助成の根拠既定等

(条例・規則・要綱等)

355

平成５年度

1 37

0

853

内　　容
　認知症の人を介護している家族などの交流を通じて認知症への理解を深め，認知症の人
とその介護家族などへの支援と福祉向上および高齢者の人権の向上を図る。

　認知症高齢者を抱える介護者に対する援護の一環として，当該団体に助成することによ
り，要援護高齢者とその家族の生活の質の向上を図ることを目的とする。

　住民参加型民間団体を育成することにより，在宅介護の重要性等，市民への福祉意識の
啓発と理解が深められ，認知症高齢者を支える家族の交流を通して，協力体制の強化・充
実など地域福祉の推進が図られる。
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○基本的視点の再チェック

※適・不適であっても，説明欄は必ず記載してください。

○財政的視点のチェック

※不適の場合は，説明欄に必ず記載してください。

前年度繰越金は生じていないか

６

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№２）

補 助 金 名
（交付金名）

函館認知症の人を支える会運営費補助金

基　本　的　視　点 適 不適 説　　明

自主財源の確保に努めている
（最低でも前年度の収入を確保しているか）

４
補助割合は，補助対象経費の１／２以内であ
る

７

５

２ 補助金等の使途は適切である

３ 積算基準は定められている

　団体の収支や運営状況を勘案し補助金を算定して
いるが，明確な基準を設けにくい事業であることか
ら，現在のところ基準はない。今後策定について検
討していきたい。

有効性（他の手法ではなく補助するこ
とが，施策目的実現に最適か）

　認知症の普及啓発や介護相談など，市民の多様な
ニーズにあわせた活動が求められており，予算執行
についても柔軟な対応が必要とされる。

経常経費の節減に努めているか

財　政　的　視　点 不適 不適の場合の理由と今後の対応について

１ 積算内訳は，前年踏襲となっていないか

２
必要性（補助しなければならない事業
であるか）

　高齢化が進展している社会において，認知症
高齢者の増加が見込まれることに加え，家族が
互いに交流を深めることのできる住民参加型団
体が他にない。

３
自主性（自主自立に向け努力している
か）

　会費収入のほかバザーなど収益事業を実施し
ている。

４

１

公益性
（明確な公益性があるか）

　当該団体は，認知症の人やその家族などの交
流を通じて認知症への理解を深めるとともに，
本人や家族への相談を行うことにより生活の質
の向上を図るものであるが，こうした活動によ
り，地域社会に対し認知症についての正しい知
識の普及啓発となるほか，地域福祉の推進に大
きく貢献するものである。

　①広く市民生活の向上に貢献
  する事業

　②市民ニーズが高い事業



○補助効果の検証
（効果測定方法，具体的な数値等）

・定期的に「家族の集い」「物忘れカフェ」を開催するほか会報を発行する。

・毎週木曜日に電話相談，来所相談を行う。

・施設見学および施設ボランティアを行う。

・各種研修会，講演会等に参加する。

（達成状況）

平成３０年度実績

・「家族の集い」８回開催，「物忘れカフェ」１０回開催，会報９回発行

・電話相談　４３回

・施設見学　１カ所，施設ボランティア　１９回

・各種研修会，講演会等開催・参加　３回

　　　　　　　　　　　　　　※継続事業は，直近の実績　新規事業は，効果のみ記載してください。

（評　価） （理　由）

十分効果をあげている

 一定の効果をあげている

効果が疑問である

その他

○今後の方向性
（見直しの内容）

（見直しの時期）

（廃止の理由） （その他の内容）

（廃止の時期）

○終期の設定

　市に先んじて認知症カフェを開催するなど，認知症の
人とその家族などの支援を行うことにより，地域社会に
おける認知症高齢者の理解が深まるほか，介護家族の孤
立化を防止するなど，地域福祉の発展に貢献した。

現行のまま補助を継続
　認知症高齢者やその家族などへの支援と福祉向上の
ために必要な団体であり，補助金交付先事業の収支状
況を再確認した結果，補助金を縮減した場合，事業を
継続することが難しくなるため，現行のまま補助を継
続した。

見直したうえで補助を継続

廃止

令和　３　年度

終期設定 終期到来により廃止 次回チェック年度(予定)

その他

補 助 金 名
（交付金名）

函館認知症の人を支える会運営費補助金

令和　３　年度 終期到来時に再検討

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№３）


